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｢ いま､ ともに生きるとは? ｣
私たらは毎日､ ともに生きています｡

家族と 一 緒に｡ 職場でともに ｡ 外に出ればたくさんの人 のなかで ｡

こ の ような生活を当然な こととして過ごしていますが､

どこかで不安を感 じる時がありませんか?

自分 のまわりに誰もいない ! と｡

その 時､ わたくしたらは何をするで しょ うか ?

この質問から出発して ｢ ともに生きる こと｣ を

2 0 1 7 年 1 月 2 2 日( 日) 1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0

( 開場 1 3 : 0 0)

講師 林 義子民
力トリック援助修道会会員､ 東京い のち の電話創設期から

事務局 ･ ボラ ンテ ィ アの研修担当等を経て ､ 現在は理事｡

会場 仙台市シルバ ー セ ンタ ー

第1 研修室 ( 7 階)

▲▲

定員 1 7 0 名 入場無料 申込受付中!
【お申込み ･ お問い合わせ】 仙台い のらの電話事務局
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ホ ー 血飛 - ジから亀お申込みで蕃ます旦

◆この講演会は仙台いのらの電話 ｢すみれの 会｣ を知 っ ていただ< ための仙台市補助事業です◆
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社会福祉法人 仙台いのちの電話

自死遺族支援わからあいの つどい ｢ すみれ の会｣

｢すみれの会｣ は､ 自死 により大切な人を亡くされた方が

安心 してお気持らを語り､ 想 いをわからあう場所です ｡

【日 時】 毎月第 1 土曜日 第 3 水曜日 1 3 時 ～ 1 5 時

【会 場】 仙台市市民活動サポ ー トセ ンタ ー

※地下鉄広瀬通駅西 5 番出口 すぐ

第1 土曜日 : 自死で大切な人を亡くされた方対象 ( 家族 ･ 友人など)

第 3 水曜日 : 自死でご家族を亡くされた方対象 ( 家族限定)

[問い合わせ] 仙台いのら の電話事務局 0 2 2 -
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F A X 送信方向

仙台いのちの電話 F A X 0 2 2 -
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林 義子氏 公開講演会 参加申込書

ふりがな

お名前 ご連絡先

T E L :

T E L :

■平 目 1 0 時′ ～ 1 8 時まで電話で も受け付けます｡

T E L O 2 2 - 7 1 8 - 4 4 0 1

■仙台い のちの電話 H P か らも申 し込むこ とができます｡
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～ 仙台 い の ち の電話広報 紙 より ～

｢す みれ の会｣ それ は どん なと こ ろ なの ?

メ ン バ
ー

は ､ 大切な人 を自死で 亡 く された人た ち｡ お互 い に身元 を明 かす必 要は な い ｡

話 したく ない こ とは話さなくて も い い ｡ 悲 しみ比 べ を しな い ｡ 人 を批判 しな い ｡ 話 を遮

らな い ｡ そ して 大原則､
こ こ で話された こ とは決 して 外 に持ち出さな い こ と｡

どんなに悲 しみ嘆き ､
た とえ同 じこ とを何十回 と繰り返 して 語 っ て も ､ 泣 い て も構 わ

な い ｡ ｢もう何年た っ た か ら｣ ｢ そん なに悲 しん だら成仏でき な い よ｣ ｢ い い加 減に忘れな

さ い｣ ｢まだ ほ か に子 ども がい る で し ょう｣ ｢若 い の だか らや り直 しができ るよ｣ ｢ 時が解

決す るよ｣ ｢ 亡くな っ た人 が悲 しむ よ｣ とかそん な言葉はこ こ で は語 られ ない ｡

｢後 を追 っ て 死 に た い｣ と叫ん で も ｢ 私 もそ う思うときが ある よ｣ ｢ そ の 気持ちわか

る｣ と い う言葉が実感をも っ て 語られ る｡ こ の場所には自分 の気持 ちを非難せずに ､ 共感

と い たわりをも っ て あり の ままに受 け入れ てくれ る人 たちが い る｡

受け入れ られ る体験を重ねて ゆく 中で ､ そ の 人自身 の 生きる力が ､
心 の傷を抱えなお

し
､ 大切 に守る べ き位置に そ っ と置 い てくれ る｡ 遺族は

一

度遺族に な っ たら ｢遺族と い う

人生｣ を生きて ゆく ｡ そ の 人生はそうで な か っ た人生よりも決 して劣るも の で は な い ｡

そ の 人ら しく か けが えの な い 人生を歩みだすため に ､
こ の 時間と場所が必要 で あると体験

する｡ 自死遺族の わか ちあ い の 会とは そうい う場所｡
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